
第十九号様式（第九十九条関係）（Ａ４） 

 

 

裁  決  申  請  書 

 

 

密集市街地における防災街区の整備の促進に関する法律第 205 条第１項第３号、第８号、第 16

号又は第17号の価額について同法第216条第３項の規定により同条第２項の意見書を採択しない

旨の通知を受けたので、同法第 218 条第１項の規定に基づき、下記により裁決を申請します。 

 

記 

 

１ 施行者の名称及び事務所の所在地 

２ 防災街区整備事業の名称 

３ 密集市街地における防災街区の整備の促進に関する法律第 205 条第１項の権利変換計画にお

いて定められた同項第３号、第８号、第 16 号又は第 17 号に掲げる宅地若しくは建築物又はこ

れらに関する権利及びその価額 

４ 密集市街地における防災街区の整備の促進に関する法律第 205 条第１項の権利変換計画にお

いて定められた同項第３号、第８号、第 16 号又は第 17 号に掲げる宅地若しくは建築物又はこ

れらに関する権利の価額の見積り及びその内訳 

５ 密集市街地における防災街区の整備の促進に関する法律第 216 条第２項の規定により提出し

た意見書の内容及び同条第３項の規定により施行者のした通知の内容 

 

    年  月  日 

裁決申請者 住所 

氏名              印 

 

収用委員会 御中 

 

備考 

１ 裁決申請者が２人以上の場合は、連名で申請することができる。 

２ 「価額の見積り及びその内訳」については、積算の基礎を明らかにすること。 

３ 法人の場合においては、住所及び氏名は、それぞれの法人の主たる事務所の所在地、名

称及び代表者の氏名を記載すること。 

４ 裁決申請者の氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）の記載を自署で行う場合にお

いては、押印を省略することができる。 

 


